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初めて“学校”が好きになった…こん

なに質のよい高校を廃校にしないで 
ある若者が群馬県の「高校教育改革推進計

画」案に対して、次のようなパブリックコメ

ント（意見）を提出した。松井田高校の卒業

生だという。 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

私は松井田高校廃校反対です。 

私は中学生の時、生徒からも教師からもイ

ジメをされてきました。学校には行っていま

したが、教室には行けませんでした。 

中３の時の三者面談で、「こんな落ちこぼれ

はどこの高校にも行けるはずがない」と言わ

れました。その時はショックで立ち直れませ

んでした。 

その時ふと思い出した事がありました。そ

れは一個年上の先輩の一言。「松高は優しい学

校だよ。先生たちも、他の学校の先生みたい

に堅くないし、生徒と同じ視線で、相談にの

ってくれるんだよ。」と話してくれました。そ

れを聞いて松高に行こうと決めました。 

勉強は出来ない方でしたが、作文を書くの

が得意でしたので、頑張った結果、見事高校

受かりました。私の人生最高の嬉しさでいっ

ぱいでした。 

高校生活も先輩の言う通り、本当に筋のあ

る先生ばかりで、気楽に相談にのってくれま

した。 

好きな言葉は「やる事に意義ある」。なんで

も参加するのも松高ならでは！ 

松高の先生方は本当に素晴らしい先生ばか

りです。このことは私にとって誇りです。 

 私がまだ、高１の時はまだ学校になれてい

ませんでした。高校初のホームルームで担任

の先生が「初めに…、此処の学校はイジメや

嫌がらせ、人をからかう生徒は許さない」と

言ってくれたとき、息を殺して泣いて涙が止

まりませんでした。やっと地獄から解放され

たんだと実感しました。 

 松高に入って初めて“学校”が大好きにな

りました。 

 もう一度松高に通いたいです。先生方、松

高大好きです。 

 こんなに大切な、私たちの青春…。松高廃

校なんて許さない。廃校にするとおっしゃっ

た方は松高の素晴らしさがわからない。こん

なに質のよい高校を廃校にするのはやめてく

ださい。許す訳がない。 

 松高は不登校だった人を受け入れてくれて

いる学校で有名。もし、松高が廃校になった

ら、松井田や他の地区の不登校の人はどうに

なるんですか？ 

 松高を廃校にするなんて有り得ません。な

ので、私は廃校反対です。 

  ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 事実の重みと思いが心に迫ってくる。県教

育委員会のいう「適正規模」「教育の質」に対

して、これほど見事な反論があるだろうか。

県教育委員会のまとめによれば、「改革推進計

画」案に寄せられた意見は合計１０５通（延
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べ１４１件）、その中で松井田高校の存続を要

望する旨の意見が８３件あった。 

 こういう卒業生と父母、地域に支持される

松井田高校の学校づくりはどのようなものか。

どのようにして実現できているのか。「ぐんま

教育のつどい２０１１」（２月１１日）全体会

はそれを明らかにして学びあうものであった。 

 

追い詰められる担任団…指導のあり

方を変えよう！ 
 現在の松高の取り組みのきっかけは、１９

９０年代中ごろ、生徒指導主事の佐藤毅さん

（故人）の問題提起で始まった。 

その頃の松高は、さまざまな問題（喫煙癖、

いじめ・暴力、低学力・学習障害、家庭環境・

経済状況の悪化等々）を抱えて入学してくる

生徒たちに、熱意を前面にたてた指導で向き

合った担任団が次第に追いつめられるという

状況だった。 

 それを「なんとかしなければ…」と、指導

のあり方を全面的に見直し、「謹慎」から「特

別指導」へ、「生徒指導」から「教育相談」へ

という転換を成し遂げた。 

 当時の養護教諭・教育相談係の吉田真弓さ

んのレポートによれば、従来の「悩みを持つ

生徒の来談を待つ」から「教員が気になる生

徒に声をかける」＝「企画カウンセリング」

に変え、問題行動に対しても「指導する」か

ら「心配する」スタンスに変えた。その結果、

教員＝「叱る・指導」から「話を聞いてくれ

る・話して楽しい・頼れる・すっきりする」

へと教員へのプラスイメージが生まれた。 

さらに生徒に対しては「良いところを伸ば

す指導」を目標に、「社会、生徒、学力観の変

化に対応した指導」、「生徒に過度のストレス

をかけ反省を強いる指導方法」を見直し「厳

重注意」から「協議・話し合い」へ、などの

取り組みを行っていった。 

勇気ある転換である。今でも、声高に管理

的な「厳しい」指導が叫ばれている学校があ

ると聞く。 

 当時の佐藤先生のレポートを読むと、その

根底に、佐藤先生の生徒と状況に対する深い

分析があり、今改めて教えられる。 

 

それぞれの持ち場、持ち味で…6 人

の教職員が語った現在の松高教育 
 「教育のつどい」全体会で一つの学校の様々

な職種の教職員が一緒に報告するという機会

はめったにない。そのことが松高の教育の有

り様を示していた。 

（１） 現生徒指導主事・橳島勝さんの報告 

 現在は安中地区以外の生徒が過半数になり、

さらに様々な問題を抱えた生徒が入ってくる

が、様々な人間がいる中で生徒を成長させる

ことが大切と考え「松高はいろんな子がいる

からいい学校」と話している。 

 問題点に対しては、いつも生徒の傍にいる

ということを基本に、とにかく生徒の話を聞

くようにしている。また様々な体験を無理な

くさせることによって問題が解決されていく

こともある。松井田ボランティアクラブ（Ｍ

ＶＣ）は「一回でも、いつでも、好きなもの

を」というスタンスで行っているが、すべて

お膳立てしてやっても、生徒はそのうちに自

分からすすんで出来るようになる。インター

ンシップでは「この子にこんなことができる

んだ」と驚かされることもしばしば。松高で

行われるさまざまな行事に参加して生徒たち

はいい顔をして育ってゆく。 

 「保護者や地域の方と共に子供を育てよう」

というのは松高ではお題目ではない。定員割

れを起していないのも同窓会やＰＴＡの方た

ちの中学校まわりのおかげだし、地域の人は

本当によく松高の生徒を見ていてくれる。地

域の人にはいつも感謝している。 

 今までに築かれてきた松高の良さとは、「短

所を長所に」ということであり、生徒も学校

のあり方もそれでやってきている。 

また松高の人を育てる考え方は、生徒だけで
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なく、教師を育てることにもつながっている。

大切なのが現実とどう向き合うか、どう折り

合っていくか。佐藤さんの「大きいのはいら

ない。ヒットを打ち続けよう、粘り強く。そ

れがプロ」という言葉がいつも胸にある。で

きたことが５０％でも、それが積み重なって

だんだん高まっていく。今後は変化する生徒

や教師集団にどう対応してゆくかが問題。 

（２）進路指導主事・萩原菊男さんの報告 

 生徒一人ひとりの進路希望を実現させるた

めにアドバイスし、サポートしている。就職

が厳しくなっている中で、いかに就職先を開

拓していくか。インターンシップでお世話に

なった酪農家から、後継者にという話もあっ

た。地域振興という芽を育て、農業関連の企

業や観光資源の開発という方向もある。公開

ＬＨＲで卒業生から話を聞いたが、卒業生の

パワーと母校および後輩たちへの熱い思いを

感じた。 

（３）公仕・原田典昭さんの報告 

 たとえば年度末に行う教室の床掃除をする

中でも、床の汚れ具合や位置などから生徒の

さまざまな面を発見することができる。 

 米作りプロジェクトを行っているが、田植

えから脱穀まで、すべて自分達でやって、そ

の米で餅つきをやるから意味がある。生徒は

いろいろな場面で活躍することによって成長

する。 

 卒業してゆく生徒が、自分たちが捨てた教

科書の荷造りを自ら手伝ってくれたが、最初

と最後では縛り方の上手さに差がある。こん

なささいなところでも、生徒は確実に成長し

てゆく。 

（４）ボランティア係の小板橋政隆さんは、

ＭＶＣの活動について、司書の松浦政子さん

からは、図書館での生徒とのかかわり（あり

のままを受け入れている）や図書の選定、情

報の共有についてなどの報告がされた。 

 また事務の橋爪文夫さんからは、事務室か

ら見えた貧困と格差の実態が紹介され、そん

な中でも「生徒はけなげに現在を生きている」

と結んだ。 

 

松高を大切に思って、中学校まわり 

…同窓会長＆PTA 会長新川徳夫さん 

 自分たちは松高をとても大切に思っている。

入試にむけては、新入生確保のために中学校

まわりもやるし、以前統合の話が持ち上がっ

た時には反対運動もやった。県は「適性クラ

ス」というけれど、小さい学校だから一人ひ

とりの顔が見える。松高のような学校は絶対

必要だし、松高の先生方が一生懸命やってく

れていることも自分たちはよく知っている。 

 

松高のおかげで今の自分がある 
…卒業生の発言から 

 入試前は悪いウワサも聞いたが、見学に行

ってみて、明るいし受け入れてくれていると

感じて受験した。今までで一番楽しかったの

は松高の時代で、卒業しても行ったら誰かい

て受け入れてくれる。松高に入って、変われ

た３年間だった。今こうやって介護の仕事が

できているのも、こういうところに出てきて

発表できるのも、松高で自分が成長したから

だと思う。 

 

学ぶこと…それぞれが今の職場で、

自分の登るべき別の山を発見しよう 
この企画のきっかけを作った渋谷正晴さん

（高崎商業高校）は、学ぶべきこととして次

のように書いている。「佐藤さんの実践の素晴

らしかったところは、自身のヴィジョンを誰

もが納得して参加できる形に仕立て、組織化

したところにあると思います。やみくもに理

想を追い求めるのではなく、見栄えのいい他

の学校の姿を追い求めるのでもなく、まず目

の前にいる生徒のありのままの現実に合わせ

た教育目標を立て、無理をせず、常に生徒に

寄り添った現実的な指導を続けるということ

なのだろう。」     （文責：瀧口典子） 


